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解説: 
この錯視は，ひらがなの傾きが過小評価されることを示しています。具体的には，「らき」

と「錯視」はどちらも 7°右に傾けているにも関わらず，「らき」の傾きが「錯視」の傾き

よりも小さく感じられます。また，「おの」など，他のひらがなでも同様の効果が見られま

す。ただし，左に傾けると「おの」も傾いて見えます。 
 
※本作品は小野・佐々木・有賀・山本・山田(2018)の「おの錯視」をアレンジした作品です。 
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